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第４次 第５次

49,657 49,657 66,179 66,179

1 総
新湘南国道
（Ⅱ期）の
整備促進

相模川を渡河する橋
りょう部のﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ
による国道１３４号
及び国道１号の慢性
的な交通渋滞の解消
を図り、良好な交通
環境を得るために、
残る新湘南国道Ⅱ期
事業の早期整備の実
現を図る

道路利
用者及
び沿線
住民

施
整

新湘南国道
（Ⅱ期）の
整備促進

新湘南国道
（Ⅱ期）の
整備促進

適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 6
新湘南国道Ⅱ
期事業の促進

未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

1
新湘南国道
（Ⅱ期）の
整備促進

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年１０回 年１０回

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年１０回 6
新湘南国道Ⅱ
期事業の促進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

2 総

新湘南バイ
パスの料金
引き下げの
推進

新湘南バイパス料金
引き下げにより、通
過交通車両を市内の
一般道路から、新湘
南バイパスへ誘導す
ることによる渋滞緩
和を図る

道路利
用者及
び沿線
住民

政
策

適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 6
新湘南国道Ⅱ
期事業の促進

未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

2

新湘南バイ
パスの料金
引き下げの
推進

国・県・関係
機関との連携
を図り、料金
引き下げの推
進を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年５回 年５回

国・県・関係
機関との連携
を図り、更に
市民・地域と
ともに料金引
き下げの要望
を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年10回 6
新湘南国道Ⅱ
期事業の促進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

3 総
藤沢大磯線
の整備促進

現道の伊勢原藤沢線
は、道路幅員が４ｍ
に満たない箇所もあ
るなど狭く、普通車
の相互交通もままな
らない状況であり、
自転車・歩行者の安
全な通行も確保され
ていない。特にＪＲ
相模線踏切付近の交
通渋滞は深刻であ
り、この渋滞解消の
ため都市計画道路藤
沢大磯線の早期整備
の実現を図る

道路利
用者及
び沿線
住民

施
整

藤沢大磯線
の整備促進

藤沢大磯線
の整備促進

適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

3
藤沢大磯線
の整備促進

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年２０回 年２０回

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年２０回 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

3
藤沢大磯線
の整備促進

説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年１０回 年１０回
説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年１０回 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

3
藤沢大磯線
の整備促進

大山街道（伊
勢原藤沢線）
の管理、方向
性について調
整

県・関係機関
との意見交換
の開催

年５回 年５回

大山街道（伊
勢原藤沢線）
の管理、方向
性について調
整

県・関係機関
との意見交換
の開催

年５回 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

3
藤沢大磯線
の整備促進

地元調整
調整会議の開
催回数

年５回 年５回 地元調整
調整会議の開
催回数

年５回 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

4 総
伊勢原藤沢
線の移管の
調整検討

　伊勢原藤沢線（遠
藤茅ヶ崎線から丸子
中山茅ヶ崎線まで
の）の移管について
は、平成２１年度末
に藤沢大磯線が暫定
整備される予定であ
り（丸子中山茅ヶ崎
線から相模原茅ヶ崎
線）整備後に調整、
検討を図る

神奈川
県及び
関係機

関

内
部

適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 現状維
持

なし
予算
なし

4
伊勢原藤沢
線の移管の
調整検討

庁内調整
庁内会議調整
の開催回数

年５回 年５回 庁内調整
庁内会議調整
の開催回数

年５回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

実施計画
事業名

実績値

活動

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

活動量・サービス量の達成状況

活動

実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

事務事業

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

②
ニ
ー
ズ

④
継
続
性

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

国県事業対策課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

事業手法

活動
優先
順位

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

国県事業対策課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性
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活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

実施計画
事業名

実績値

活動

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

活動量・サービス量の達成状況

活動

実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

事務事業

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

②
ニ
ー
ズ

④
継
続
性

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

国県事業対策課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

事業手法

活動
優先
順位

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

国県事業対策課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

4
伊勢原藤沢
線の移管の
調整検討

関係機関との
調整

関係機関との
調整回数

年３回 年３回
関係機関との
調整

関係機関との
調整回数

年３回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

5 総

新湘南国道
並びに藤沢
大磯線（湘
南新道）新
設改良促進
協議会

新湘南国道の改良促
進、西湘バイパスへ
の接続延伸、並びに
藤沢大磯線（湘南新
道）新設改良の促進
を図る

平塚
市、

茅ヶ崎
市、寒
川町、
大磯町

内
部

152
適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 120 6
新湘南国道Ⅱ
期事業の促進

現状維
持

なし 維持

5

新湘南国道
並びに藤沢
大磯線（湘
南新道）新
設改良促進
協議会

協議会の参加
及び負担金の
支出

関係機関への
要望活動

年５回 年５回 152
協議会の参加
及び負担金の
支出

関係機関への
要望活動

年５回 120 6
新湘南国道Ⅱ
期事業の促進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

6 総
さがみ縦貫
道路の整備
促進

湘南、県央、多摩地
域を相模川に沿って
南北方向を貫く交通
軸として、県内主要
都市との連携強化・
交通の整序化を図る
とともに、現東名、
第二東名等と連絡し
東西交通軸としての
強化を図り、産業活
動やﾚｼﾞｬｰ目的の車
両を市内を円滑に通
過させるため、早期
整備の実現を図る

道路利
用者及
び沿線
住民

施
整

さがみ縦貫
道路の整備
促進

さがみ縦貫
道路の整備
促進

適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

6
さがみ縦貫
道路の整備
促進

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年２０回 年２０回

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年２０回 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

6
さがみ縦貫
道路の整備
促進

説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年１０回 年１０回
説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年１０回 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

6
さがみ縦貫
道路の整備
促進

地元調整
調整会議の開
催回数

年１０回 年１０回 地元調整
調整会議の開
催回数

年１０回 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

7 総

首都圏中央
連絡自動車
道などの供
用開始に伴
う環境負荷
の軽減

ＣＯ２の削減、騒
音・振動の低減

道路利
用者及
び沿線
住民

内
部

未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

7

首都圏中央
連絡自動車
道などの供
用開始に伴
う環境負荷
の軽減

国・県及び関
係機関と連携
を図り環境負
荷の軽減を行
う

関係機関等へ
の要望活動

年１０回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

8 総

首都圏中央
連絡道路建
設促進期成
同盟会

神奈川県内の首都圏
中央連絡道路（さが
み縦貫道路、横浜環
状道路及び横浜湘南
道路）の建設促進を
図る

神奈川
県及び
市町

内
部

80
適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 80 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

現状維
持

なし 維持

8

首都圏中央
連絡道路建
設促進期成
同盟会

協議会の参加
及び負担金の
支出

関係機関への
要望活動

年５回 年５回 80
協議会の参加
及び負担金の
支出

関係機関への
要望活動

年５回 80 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

9 総
国道１34号
の拡幅整備
促進

国道１３４号の交通
容量は限度を超えて
いる状況で、歩行者
を含めた安全で円滑
な交通を確保するた
め、早期整備の実現
を図ること

道路利
用者及
び沿線
住民

施
整

国道１３４
号の拡幅整
備促進

国道１３４
号の拡幅整
備促進

適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 8
国道１３４号
の拡幅整備促
進

完 低 高 低 終了 なし
予算
なし
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活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

実施計画
事業名

実績値

活動

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

活動量・サービス量の達成状況

活動

実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

事務事業

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

②
ニ
ー
ズ

④
継
続
性

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

国県事業対策課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

事業手法

活動
優先
順位

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

国県事業対策課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

9
国道１34号
の拡幅整備
促進

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年１０回 年１０回

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年１０回 8
国道１３４号
の拡幅整備促
進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

10 総
相模川の整
備の促進

相模川河口から神川
橋までの国土交通省
管理区間の無堤箇
所・弱小堤箇所につ
いて、自然環境に配
慮した築堤整備を行
うことで、水害から
流域住民の生命と財
産を守り、安全で良
好な生活環境の実現
を図る

流域住
民

施
整

相模川の整
備の促進

相模川の整
備促進

150
適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 1
相模川の整備
促進

未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

10
相模川の整
備の促進

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年２０回 年２０回 150

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年２０回 1
相模川の整備
促進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

10
相模川の整
備の促進

説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年１０回 年１０回
説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年１０回 1
相模川の整備
促進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

10
相模川の整
備の促進

地元調整
調整会議の開
催回数

年５回 年５回 地元調整
調整会議の開
催回数

年５回 1
相模川の整備
促進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

11 総
相模川整備
促進協議会
に係る事務

相模川整備促進協議
会会長市として、相
模川の整備促進に関
する情報の交換、懸
案事項の協議、関係
機関に対する陳情、
要望等を図る

流域自
治体

内
部

相模川の整
備の促進

相模川の整
備の促進

適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 120 1
相模川の整備
促進

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

11
相模川整備
促進協議会
に係る事務

平成２１年度
相模川整備促
進協議会会長
市としての展
望を行う

会長市（平塚
市）と連携を
図り、国・
県・関係者へ
の要望活動の
調整

　随時 年５回

平成２１年度
相模川整備促
進協議会の開
催及び事務

平塚市、寒川
町と連携を図
り、国・県・
関係者への要
望活動の調整

年１０回 120 1
相模川の整備
促進

可
必
要

不
可

不
可

無 なし 22

相模川整備促進協議
会に係る資料作成等
の事務処理を臨時職
員等で行う

維持

12 総
小出川の改
修整備の促
進

流域の急激な都市化
により土地の利用形
態が大きく変化し、
自然の保水遊水機能
が低下していること
から、台風や集中豪
雨時の雨水放流先で
ある河川について、
自然環境に配慮した
整備の実現を図る

流域住
民

施
整

小出川の改
修整備の促
進

小出川の改
修整備促進

適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 3
小出川河川改
修事業の促進

未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

12
小出川の改
修整備の促
進

神奈川県との
連携を図り、
早期整備、河
床掘削の要望
を行う

県・関係機関
への要望活動

年１０回 年１０回

神奈川県との
連携を図り、
早期整備、河
床掘削の要望
を行う

県・関係機関
への要望活動

年１０回 3
小出川河川改
修事業の促進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

12
小出川の改
修整備の促
進

説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年５回 年５回
説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年５回 3
小出川河川改
修事業の促進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

701 総
千ノ川の改
修整備の促
進

流域の急激な都市化
により土地の利用形
態が大きく変化し、
自然の保水遊水機能
が低下していること
から、台風や集中豪
雨時の雨水放流先で
ある河川について、
自然環境に配慮した
整備の実現を図る

流域住
民

施
整

千ノ川整備
事業（河川

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ
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49,657 49,657 66,179 66,179

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

実施計画
事業名

実績値

活動

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

活動量・サービス量の達成状況

活動

実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

事務事業

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

②
ニ
ー
ズ

④
継
続
性

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

国県事業対策課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

事業手法

活動
優先
順位

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

国県事業対策課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

701
千ノ川の改
修整備の促
進

神奈川県との
連携を図り、
河床掘削の要
望を行う

県・関係機関
への要望活動

年５回 年５回

事業№１３
千ノ川流路整
備、浚渫事業
（県管理区
間）に記載

701
千ノ川の改
修整備の促
進

説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年３回 年３回

13 総

千ノ川の流
路整備、浚
渫事業（県
管理区間）

河床の堆積土を浚渫
し安定した流路を確
保することで、浸水
被害の軽減を図る。

流域住
民

施
整

千ノ川の流
路整備、浚
渫事業（県
管理区間）

適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

13

千ノ川の流
路整備、浚
渫事業（県
管理区間）

神奈川県との
連携を図り、
流路整備、新
設工事の要望
を行う

県・関係機関
への要望活動

年５回 年５回

神奈川県との
連携を図り、
流路整備、浚
渫事業の要望
を行う

県・関係機関
への要望活動

年５回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

14 総
里山公園外
周道路整備
事業

地域住民及び公園利
用者の利便性と安全
性の向上を図る

地域住
民及び
公園利
用者

施
整

北部地域道
路整備事業

北部地域道
路整備事業

18,786
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 34,671 5
県立茅ヶ崎里
山公園の外周
道路整備

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

14
里山公園外
周道路整備
事業

茅ヶ崎里山公
園の外周道路
の整備を行う

8571号線:道
路工事施工

8571号
線:L=14
0m

8571号
線:L=11
2m

18,786
茅ヶ崎里山公
園の外周道路
の整備を行う

8570号線:埋
蔵文化財発掘
調査

8570号
線:1,44
8㎡

34,671 5
県立茅ヶ崎里
山公園の外周
道路整備

不
可

必
要

済
不
可

有 有り

発掘調査について
は、民間委託を行っ
ている。また、工事
に伴う事業であり、
15の工事同様道路
建設課に依頼する。

維持

15 総
北部地域道
路整備事業

地域住民及び公園利
用者の利便性と安全
性の向上を図る

地域住
民及び
公園利
用者

施
整

北部地域道
路整備事業

北部地域道
路整備事業

29,435
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 28,600 7
北部地域の幹
線道路を除く
道路整備

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

15
北部地域道
路整備事業

地元要望道路
等の整備のた
め道路改良工
事を行う

8036号線:道
路工事施工
8534号線：
用地買収

8036号
線:L=12
0m
8534号
線：
287.50
㎡

8036号
線:L=11
8m
8534号
線：
287.50
㎡

29,435

地元要望道路
等の整備のた
め道路改良工
事を行う

8534号線:道
路工事施工
8036号線：
道路工事施工

8534号
線:L=16
0m
8036号
線：
54m

28,600 7
北部地域の幹
線道路を除く
道路整備

不
可

必
要

済
不
可

有 有り
工事については、道
路建設課に依頼して
いる。

維持

16 総
北部地域道
路整備関連
事務

茅ヶ崎里山公園の外
周道路及び周辺道路
の整備に要する事務
経費

地域住
民及び
公園利
用者

施
整

北部地域道
路整備事業

北部地域道
路整備事業

975
目標とした期限まで
に事務を行い、成果
が出ている。

Ａ 700 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

16
北部地域道
路整備関連
事務

用地測量・用
地維持管理業
務委託

8534号線地
積測量図作成
8031号線外
3路線維持管
理

8534号
線地積測
量図作成
8031号
線外3路
線2,568
㎡

8534号
線地積測
量図作成
8031号
線外3路
線2,568
㎡

975
用地測量・用
地維持管理業
務委託

8571号地積
測量図作成
8031号線外
2路線維持管
理

8571号
線地積測
量図作成
8031号
線外2路
線1,202
㎡

700
不
可

必
要

済
不
可

有 有り
15の工事同様、道
路建設課に依頼す
る。

維持

17 総
県立茅ヶ崎
里山公園整
備の促進

北部地区の自然環境
を生かしたスポー
ツ、レクリエーショ
ン、自然体験、イベ
ント等に利用できる
広域公園の整備を県
に要請し、県立公園
を北部地域活性化の
核と位置付け、整備
を進めている

地域住
民及び
公園利
用者

施
整

県立茅ヶ崎
里山公園整
備の促進

県立茅ヶ崎
里山公園整
備の促進

39
適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 53 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

17
県立茅ヶ崎
里山公園整
備の促進

市長会等を通
じて神奈川県
に整備促進の
要望活動等を
行う。

県・関係機関
への要望活動

年１０回 年１０回 39

市長会等を通
じて神奈川県
に整備促進の
要望活動等を
行う。

県・関係機関
への要望活動

年１０回 53
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持
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象
（
顧
客
）

事
業
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分

事務事業

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

②
ニ
ー
ズ

④
継
続
性

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

国県事業対策課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
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事後評価

事業手法

活動
優先
順位

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

国県事業対策課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

18 総
国道１号電
線地中化整
備の促進

電柱や電線の地中化
により、道路の見通
しが改善され、歩行
者が安全で利用でき
るように早期整備の
実現を図る

歩道利
用者及
び沿線
住民

施
整

適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

18
国道１号電
線地中化整
備の促進

国との連携を
図り、早期整
備の促進要望
を行う

国・関係機関
への要望活動
回数

年１０回 年１０回

国との連携を
図り、早期整
備の促進要望
を行う

国・関係機関
への要望活動
回数

年１０回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

19 総
中海岸寒川
線の整備促
進

藤沢大磯線及びさが
み縦貫道路の完成が
近づき、西久保、香
川付近の交通渋滞が
予想され沿線住民へ
の影響も懸念され
る。このため、都市
計画道路中海岸寒川
線の整備促進を図る

道路利
用者及
び沿線
住民

施
整

中海岸寒川
線の整備促
進

中海岸寒川
線の整備促
進

適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 4
中海岸寒川線
の整備促進

未 高 高 高 拡大 なし
緊急性が高く、要望
活動を拡大する。

予算
なし

19
中海岸寒川
線の整備促
進

神奈川県及び
関係機関との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

県・関係機関
への要望活動

年１０回 年１０回

神奈川県及び
関係機関との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

県・関係機関
への要望活動

年１１回 4
中海岸寒川線
の整備促進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

19
中海岸寒川
線の整備促
進

神奈川県及び
関係機関にお
いて早期推進
のための勉強
会を開催する

勉強会の開催
回数

年５回 年５回

神奈川県及び
関係機関にお
いて早期推進
のための勉強
会を開催する

勉強会の開催
回数

年５回 4
中海岸寒川線
の整備促進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

20 総
遠藤茅ヶ崎
線の歩道整
備促進

高田ニュータウン入
口からさがみ農協小
出支店付近の区間に
歩道を設置し、歩行
者が安全で利用でき
るように早期整備の
実現を図る

歩道利
用者及
び沿線
住民

施
整

適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

20
遠藤茅ヶ崎
線の歩道整
備促進

神奈川県及び
関係機関との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

県・関係機関
への要望活動

年５回 年５回

神奈川県及び
関係機関との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

県・関係機関
への要望活動

年５回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

21 総
関東国道協
会

生活を支える基盤と
して国道等道路の重
要性について広く理
解を求めるととも
に、国道事業等の円
滑かつ着実な推進に
寄与することにより
魅力ある地域社会と
豊かな生活の実現を
図る

賛同す
る市区
町村

内
部

40
適切に要望活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 40 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

21
関東国道協
会

協議会の参加
及び負担金の
支出

関係機関への
要望活動

年５回 年５回 40
協議会の参加
及び負担金の
支出

関係機関への
要望活動

年５回 40 2

さがみ縦貫道
路及び藤沢大
磯線の整備促
進

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

22 総
小出川河川
美化活動

地域団体が実施団体
となり、市及び河川
管理者である県が協
力して、河川美化活
動を図る

地域住
民

政
策

適切に美化活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 3
小出川河川改
修事業の促進

未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

22
小出川河川
美化活動の
促進

地域団体が行
う草刈り清
掃、植栽草花
河川美化活動
の支援を行う

関係団体との
連絡窓口やご
み収集協力

年８回 年８回

地域団体が行
う草刈り清
掃、植栽草花
河川美化活動
の支援を行う

関係団体との
連絡窓口やご
み収集協力

年８回 3
小出川河川改
修事業の促進

可
必
要

不
可

済 無 なし 22
地域団体が行う河川
美化活動の支援を臨
時職員等で行う

予算
なし
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49,657 49,657 66,179 66,179

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

実施計画
事業名

実績値

活動

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

活動量・サービス量の達成状況

活動

実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

事務事業

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

②
ニ
ー
ズ

④
継
続
性

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

国県事業対策課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

事業手法

活動
優先
順位

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

国県事業対策課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

23 総
国道の道路
美化活動の
促進

地域住民、企業等が
実施団体となり、市
及び道路管理者であ
る国土交通が協力し
て、道路美化活動を
図る

地域住
民

政
策

適切に美化活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

23
国道の道路
美化活動

地域団体、企
業等が行う歩
道清掃、除
草、花の管理
等道路美化活
動の支援を行
う

関係団体との
連絡窓口やご
み収集協力

年２０回 年２０回

地域団体、企
業等が行う歩
道清掃、除
草、花の管理
等道路美化活
動の支援を行
う

関係団体との
連絡窓口やご
み収集協力

年２０回 可
必
要

不
可

済 無 なし 22

地域団体、企業等が
行う道路美化活動の
支援を臨時職員等で
行う

予算
なし

23

23

24 総

県道戸塚
茅ヶ崎線横
断施設の促
進

（仮称）緑が浜第二
小学校建設に伴う児
童の通学時の安全確
保を図る

横断歩
道利用
者及び
沿線住

民

政
策

適切に美化活動を
行っており、成果が
出ている。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

24

県道戸塚
茅ヶ崎線横
断施設の促
進

神奈川県及び
関係機関との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

県・関係機関
への要望活動

年１０回 年１０回

神奈川県及び
関係機関との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

県・関係機関
への要望活動

年１０回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

25 総
北部地区活
性化事業

多くの人に北部地区
（芹沢）へ来てもら
い、北部のまちおこ
し・活性化を図る

市民
政
策

北部地区活
性化事業

1,795 9
北部地区活性
化事業

未 高 高 高
現状維

持
維持

25
北部地区活
性化事業

せりざわ彼岸
花の会との協
働事業で北部
地区の活性化
を支援する。

事業実施回数 年２４回 1,795 9
北部地区活性
化事業

済
必
要

不
可

済 無 なし 維持


